プロジェクトのマネジメントコントロール研究の視点 by 鈴木,研一
経営論集
6 1巻第 l号







































を持つ(日本プロジェクトマネジメント協会， 2007， 47貰 i。これらの性質がマネジメント
































































れたアーンドバリューマネジメント (earnedvalue management: EVM) viである。
アーンドバリューとは計画を立てる時に想定した作業(あるいは活動)の内で，実際に完
了した作業を抜出して，その作業に対する予算を合計した額である (ProjectManagement 
Institute， 2004， 419頁)。たとえば，ある期間にA， B， C， D， Eという 5つの作業が計画され.
それぞれの作業の予算がAとBが10円， Cが20円， DとEが5円，計50円とする。当該
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行わなければならない作業 (ProjectManagement Institute， 2004， 403貰)Jである。
叫 EVMとは「スコープ，スケジュール，資源を統合し，プロジェクトの実縦と進捗を客制的に図るマネジメ
ント手法。実行した作業の予算コスト(アーンドバリュー)を確定しその作業に災|燃にかかったコスト(実コスト)




















を傾け，J!jl重し.深く検討し，理解し，解決しなければならない (Drucker邦机 2008，507 j貞)oJシステム
組織では，それぞれのメンバーの興味や任務.環境がまちまちであるため，コミュニケーションによって関係
性を保つ必要があるのである。
i没後に，それぞれの管理単位が，本来の割り当てられたよりもはるかに大きい資任を負わなければならない。
メンバーそれぞれが経営トップなみの賞任を負わなければならない。職能別組織やチーム組織に比べて，シス
テム却組織では.権限と:t!t任を明確に決めることが燥しい傾向があり，その閤離を乗り越えるためには，メンバー
それぞれ
